
2026年度 成蹊大学文学部

コミュニティ演習成果報告会

今、私たちが伝えたい
「吉祥寺の記憶」

成蹊大学文学部の開講科目「コミュニティ演習」は、地域に関わるテーマを
設定して研究を進め、その成果を発信するプロジェクト型授業です。

今年度のテーマは「街の記憶の伝承者になる」。2018年に刊行された『吉
祥寺今昔写真集』の改訂作業を手伝うことを通じ、私たち履修生が吉祥寺の
歴史について理解を深め、街の記憶を未来の世代へと引き継ぐ伝承者となる
ことを目指しました。

成果報告会では、吉祥寺の歴史に詳しい方々からうかがったことで私たちが
「ぜひ伝えたい」と思ったことを、吉祥寺の「今と昔」の写真とともに紹介
します。申込不要、どなたでも参加可能です。ぜひご来場ください。

日時

2026年7月13日（月）
13:30～15:30

場所
成蹊大学 11号館 1階
プレゼンテーションエリア

申込不要

誰でもご参加い
ただけます

キャンパスマップ
はこちら

授業の様⼦を記録し
たブログはこちら

主催：成蹊⼤学⽂学部コミュニティ演習（担当教員：⾒城武秀）
協⼒：吉祥寺今昔写真館委員会・ぶんしん出版 SEIKEI UNIVERSITY

吉祥寺の記憶を、
次の世代へ。

1952年（昭和27年）の吉祥寺駅南口
撮影：土屋 恂


